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重信川の主な特徴 

① 日本でも有数の急流河川。（急激な水位上昇が起こる。破堤等により
氾濫が発生した場合短時間で広範囲に浸水が及ぶ。住民避難の時間

確保が難しい。）  

② 部分的に天井川。（氾濫流により多くの家屋が倒壊・流出する）  

③ 中央構造線により重信川の地質は脆弱。（土砂流出により河床が上が
りやすい）  

地
形
の
特
徴 

④ 比較的河道幅の狭い下流域に資産が集中しており、世界的な企業も数多く 
 立地している。（一旦浸水してしまうと経済活動への影響は甚大）  

⑤ 堤防の多くの部分が砂礫で出来ている。（洗掘や浸透には弱い状況にあ 
 る。）   

⑥ 霞堤が９箇所現存している。（越流する前に氾濫が起こる。）  



2 

重信川の特徴①（日本でも有数の急流河川） 

河道勾配が急である 

※肱    川：大洲市役所前；海抜   １６ｍ程度 
※重信川：東温市役所前；海抜 １００ｍ程度 

河道勾配の比較図 

肱川 

※同じ河口から２０ｋｍ程度 

急激な水位上昇 
過去に重信川で１．６５ｍ石手川で１．８ｍ／１
時間 

鬼怒川 



重信川の特徴②（部分的に天井川） 

重信川流域面積 
４４５km2 

幹線流路延長 
３６km 

はん濫域横断図 

重信川流域

想定はん濫区域

凡例

重信川流域

想定はん濫区域

凡例

（１２３３ｍ） 

東三方ヶ森（ひがしさんぽう がもり) 
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重信川の特徴③（中央構造線により重信川の地質は脆弱） 

中央構造線 

地帯区分図 

重信川流域 

◆重信川の地質構造は、

東西に走る中央構造線に

よって規制され、北より

領家帯、和泉層群、中央

構造線を挟んで和泉層群

の南に久万層群、石鎚層

群が帯状に分布。中央構

造線により重信川の地質

は脆弱。 
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重信川の特徴④（比較的河道幅の狭い下流域に資産が集中し 
          ており、世界的な企業も数多く立地している） 

流 域 図 

A 

A’ 

東レ(株)愛媛工場 
※炭素繊維の生産で世界一 

（想定氾濫区域内） 

帝人化成(株)松山工場 
※ＤＶＤ用ＰＣ樹脂の生産で世界一 

（想定氾濫区域内） 

松山空港 
（想定氾濫区域内） 

              

                 →世界生産シェアの 
               約20%（世界一）             
            ・ ゴルフクラブのシャフト 
            ・テニスラケットのフレーム 
            ・飛行機の機体等 高性能炭素繊維 

              

                 →世界生産シェアの 
          約80%（世界一） 
          ・ＤＶＤディスク  
 
            

ＤＶＤポリカーボネート樹脂 
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重信川の特徴⑤（堤防の多くの部分が砂礫で出来ている） 

森松地先より上流を望む 
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重信川の特徴⑥（霞堤が９箇所現存している） 

現状霞堤位置図 

南野田 

井門 

井口 

開発 

見奈良 

市坪 
古川 

広瀬 中野 

霞堤（堤防を不連続な二重構造として開口部を存置している箇所）が9箇所存在。その内、4箇
所は計画高水流量規模の洪水ではん濫の恐れ 
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減災のための目標（案） 

■重信川は、日本でも有数の急流河川であり、急激な水位上昇が起こる。破堤等により氾濫が発生した場合短時間で
広範囲に浸水が及ぶ。住民避難の時間確保が難しい。 
■重信川は、部分的に天井川であり、氾濫流により多くの家屋が倒壊・流出する。 
■中央構造線により重信川の地質は脆弱であり、土砂流出により河床が上がりやすい。 
■比較的河道幅の狭い下流域に資産が集中しており、世界的な企業も数多く立地している。一旦浸水してしまうと経済
活動への影響は甚大。 
■堤防は概成しているが、堤防の多くの部分が砂礫で出来ており、洗掘や浸透には弱い状況にある。 
■霞堤が９箇所現存しており、越流等する前に氾濫が起こる。 

 流域住民が予め避難経路・避難場所を把握し、事前
及びリアルタイムの防災情報を踏まえ、避難勧告等に
基づき、迅速・確実に避難する。 

 堤防特性や河道特性に応じた効果的な水防工法に
より氾濫を出来るだけ遅くする必要がある。また、氾濫
が発生した場合は、氾濫水を速やかに排水する必要
がある。 

迅速・確実な避難 

社会経済被害の最小化 

東大洲地区 西大洲地区 

大洲消防署 

そこで、 
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減災のための目標（案） 

■５年間で達成すべき目標（事務局案） 
 日本有数の急流河川であり、下流域に四国最大の人口が集中する重
信川の特徴を踏まえ、重信川で発生しうる大規模水害に対し、「迅速・確
実な避難」、「社会経済被害の最小化」を目指す。 
※大規模水害・・・・・・・・想定し得る最大規模の降雨に伴う洪水氾濫による被害。 
※迅速・確実な避難・・・流域住民が予め避難経路・避難場所を把握し、事前及びリアルタイムの防災情報を 
               踏まえ、避難勧告等に基づき避難を行う。 
※社会経済被害の最小化・大規模水害による社会経済被害を軽減し、早期に再開出来る状態 

■目標達成に向けた３本柱の取組 
 河川管理者が実施する堤防整備等の洪水を河川内で安全に流す対策に加え、以下の取組を
実施。 

（１）急激な水位上昇に対する円滑かつ迅速な避難行動のための取り組み 
（２）堤防特性や河道特性に応じた効果的な水防活動に関する取り組み 
（３）社会経済活動の早期復旧のための氾濫水の排水、施設運用等に関する取り組 
   み 
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目標達成に向けた主な取組内容（案） 

※今後、目標達成に向けた取組事項を協議するが、現時点で想定される主な取組内容を挙げることとする。 
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（１） 急激な水位上昇に対する円滑かつ迅速な避難行動の取り 
  組み内容 

① 情報伝達、避難計画等に関する事項 
・想定最大規模浸水想定区域図公表に伴う避難計画やタイムラインの精
度向上、避難所の再設定 など 

タイムライン再掲予定 
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② 平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項 
・想定最大外力（想定し得る最大規模の降雨による水害）及び大規模水害を対象とした
浸水想定区域図及び氾濫シミュレーションの公表 

○計画降雨規模→計画降雨規模+想定最大規模降雨 
○想定最大規模浸水継続時間を新規に公表 

（１） 急激な水位上昇に対する円滑かつ迅速な避難行動の取り 
  組み内容 

河川整備において基本となる降雨を前提   想定最大規模降雨の洪水に係る 
浸水想定区域に拡充 

■現行の洪水に係る 
    浸水想定区域 

■想定し得る最大規模の 
      洪水に係る区域 

※イメージ ※イメージ 

H27.7 水防法改正による変更点 

その他の主な変更点 

○家屋倒壊等氾濫想定区域を新規に公表 
○メッシュサイズ：２５０ｍ→２５ｍ 

○住民の避難行動を考えた浸水深 
 区分への変更  
○最新(H21)の地盤情報に変更 

５月末の公表を予定 
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③ 平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項 
・首長も参加した出水時の対応を確認するセミナー及び洪水リスクが高い
区間についての共同点検や小中学生を対象とした水防災教育の実施 
など 

愛媛県、流域市町との共同点検を実施（H27.10.22） 

（１） 急激な水位上昇に対する円滑かつ迅速な避難行動の取り 
  組み内容 
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④ 円滑かつ迅速な避難に資する施設整備に関する事項 
・パソコン・スマートフォンなどでの画像配信 など 

＜参考＞大洲河川国道事務所ＨＰでの肱川の画像配信 
スマートフォンでも
画像配信予定 

（１） 急激な水位上昇に対する円滑かつ迅速な避難行動の取り 
  組み内容 
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（２）堤防特性や河道特性に応じた効果的な水防活動等の取 
  組内容 
① 水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項 
・堤防特性や河道特性に応じた水防工法による水防訓練の実施 など 

水防工法訓練の実施 
（H27.7.12） 

洗掘対策に有効な木流し工法 

水防工法訓練の実施 
（H27.7.12） 

越流を遅らせるための改良積み土のう工Ⅱ 

H7出水での実際の状況 
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② 要配慮者施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する事項 
・要配慮者施設等における避難計画策定の促進及び訓練の実施 など 

出典：平成27年度 松山市水防計画  P.129 

（２）堤防特性や河道特性に応じた効果的な水防活動等の取 
  組内容 
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（３）社会経済活動の早期復旧のための氾濫水の排水、施設運 
  用等に関する取組内容 

・関係機関と連携した排水訓練の実施 など 
 重信川では、H28.5.30に、より実践的な夜間の排水ポンプ車等訓練を予定。 

H27排水ポンプ車訓練状況 H27鬼怒川での排水作業状況 
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（３）排水活動及び施設運用の取組内容 

・ダムの危機管理型の運用方法の検討 
   下流の被害を軽減するために、貯留量を増やして容量を有効に活用する操作（特

別防災操作）の実施判断ルールなど危機管理型の運用方法について検討する。 
 

石手川ダム 

鹿野川ダム 
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今後のスケジュール（案） 



今後のスケジュール（案） 

・準備会(幹事会ﾒﾝﾊﾞｰ)【Ｈ２8.4.25】 
  現状の取組状況の共有 
  第1回協議会規約（案）、目標（案） 
  取組、進め方（案）の説明 

H28.5.25   第1回 協議会 

H28.8（予定）第２回 協議会 

H29以降 毎年出水期迄 協議会 

・規約の制定 
・目標の設定 

・想定最大規模の水害に対する 
 今後の取組方針の決定 ・第３回 幹事会  

  現状の取組状況の共有 

・取組状況の報告 

・第1回 幹事会【Ｈ２8.6】 
  現状の取組状況の共有 
  今後の取組（案）の報告 
・第２回 幹事会 
  取組方針（案）の報告 

協議会メンバー（案） 
  松山河川国道事務所長 
  流域市・町の首長 
  松山地方気象台長 
  愛媛県中予地方局総務企画部長、建設部長   
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